
生きていたサムライ精神
小泉八雲と七人の明治人

■ハーンの心の友 西田千太郎
　　―漢学塾が育んだ武士の魂―
■無刀流の名手 籠手田安定
　　 ―知事は山岡鉄舟の高弟だった―
■【随想】一刀流宗家の笹森順造さん
■会津の古武士 秋月悌次郎
　　 ―ハーンは漢文の老教師に何をみたか―
■運命の出会い 服部一三
　　 ―米国万博・松江中学・三陸大津波―
■『稲むらの火』の濱口梧陵
　　 ―幕末の日本にこんな傑物がいた―
■「ある保守主義者」雨森信成
　　 ―明治のサムライが語った魂の遍歴―
■遺言を託された梅謙次郎
　　 ―民法の父は信義の人だった―
■結びに　新渡戸稲造の『武士道』から
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小泉八雲は、サムライの魂を体現した明治の日本人を敬愛のまなざしを
こめて描いた。八雲もまたサムライ精神に通ずる心をもっていたからで
ある。八雲と明治の日本人の間で響き合う武士道の精神。混迷する現代
日本の精神状況に武士道は何を問いかけるであろうか。
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